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イ ン ド の 響 き を 読 み 解 く 試 み ― 音 と 情 操 　 水 野 善 文 /
  T h e S o u n d of I n di a i n W ritt e n T e xt s, MI Z U N O Y o s hif u mi
Ⅰ ． は じ め にイ ン ド に は 古 来 、  生 活 の 百 科 万 般 に わ た っ て 指 南 書  （
理 論 書 ：
śāstra ） が 記 さ れ 、 そ れ が ど の 程 度 文 化 的 営 為 の 実 際 に 供 さ れ
た か 定 か で は な い が 、 そ の 情 報 は 後 世 へ し か と 伝 承 さ れ た 。 他の 文 化 圏 に も 同 様 の 事 情 が あ る の か 知 ら な い が 、 と り わ け 古 代か ら 中 世 の イ ン ド で は サ ン ス ク リ ッ ト 語 と い う 人 工 的 に 文 法が 確 立 さ れ 固 定 化 さ れ た 雅 語 な る 文 章 用 語 が 宝 箱 の 働 き を した か ら 、 大 事 な 情 報 は 何 で も そ の 宝 箱 入 れ て 保 存 さ れ た の であ る 。音 楽 に 関 し て も 例 外 で は な い 。 音 楽 学 の 専 門 的 な 知 識 は 、 専門 職 と し て の 歌 い 手 ・ 演 奏 家 ・ 音 楽 家 に と っ て 必 須 で あ っ た はず で 、 多 く は 師 匠 か ら 弟 子 へ と 口 頭 伝 承 さ れ て い た 。 一 方 で 、音 楽 学 関 連 文 献 も 多 く 残 さ れ て い る 。 伝 統 に っ と り 現 代 ま奏 で 歌 い 継 が れ て い る 音 楽 と 、 文 献 ら 得 ら れ る 情 報 に も と づい て 試 み に 再 現 さ れ た 往 時 の 音 楽 と は 、 ど れ ほ ど の 異 同 が あ るの か 、  対 象 が 「 音 」 だ け に 、  検 証 す る 術 も な い が 、  な れ ば こ そ 、音 の な 文 献 か ら 音 に 関 す る 記 録 を で き う る 限 り 拾 い 上 げ て 、そ の 微 か な 響 き に 耳 を 傾 け る の も 一 興 だ ろ う 。こ こ で は 、 文 献 の 記 録 か ら 知 ら れ る 古 代 ・ 中 世 イ ン ド の 音 楽
イ ン ド の 響 き を 読 み 解 く 試 み
︱
音 と 情 操
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
水 野 善 文
文 化 を 拾 い 上 げ 、 そ の 特 徴 に つ い て 考 察 を 加 え て み た い 。 と言 っ て も 勿 論 、 膨 大 な 文 献 群 の な か か ら 極 一 部 を 恣 意 的 に 拾 い上 げ る こ と し か 出 来 な い か ら 、 あ く ま で も 一 側 面 の 紹 介 に す ぎな い こ と を ご 了 承 い た だ き た い 。 ま た 、 筆 者 は 音 楽 お よ び 音 楽学 の 素 養 を 欠 き 、 専 門 用 語 の 解 釈 も 先 行 研 究 等 に 全 面 的 に 依 拠せ ざ る を な い こ と を 予 め お 断 り し て お き た い 。Ⅱ ． サ ー マ ・ ヴ ェ ー ダイ ン ド の 文 献 は 紀 元 前 一 二 〇 〇 年 頃 、 祭 祀 に 関 す る 記 述 か ら始 る 。 記 述 と い っ て も 、 文 字 で 書 き 記 さ れ た の で は な い 。 初 めて 文 字 化 さ れ た で あ ろ う 西 暦 紀 元 前 後 頃 以 降 も 現 代 に 至 る まで 綿 々 と 口 頭 伝 承 さ れ て き て い 。 つ ま り 「 音 」 で 伝 承 さ れき た の だ
1。 祭 式 に お け る 、 神 へ の 讃 歌 （
Hotṛ 祭 官 に よ る
ṛc- ）  、
供 犠 を 行 な う 際 の 祝 詞 （
Adhvaryu 祭 官 に よ る
yajus- ）  、 祭 式 の 無
事 遂 行 を 保 全 す る た め の 祈 祷 ・ 呪 文 （
Brahman 祭 官 に よ る
athar van-
お よ び
aṅgiras- ） な ど 、 あ ら ゆ る 文 言 が 音 （
声） と し て 記 憶
さ れ て き
た が 、 併 せ て 、 音 楽 そ の も の 記 録 を 意 図 し た 文 献 が あ る 。 讃歌 を 歌 い な が ら 献 供 を お こ な う 役 割 を 担 う
Udgātṛ 祭 官 が 保 持
本 稿 の 著 作 権 は 著 者 が 保 持 し 、 ク リ エ イ テ ィ ブ ・ コ モ ン ズ 表 示 4. 0 国 際 ラ イ セ ン ス ( C C- B Y)  下 に 提 供 し ま す 。
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し た 『 サ ー マ ・ ヴ ェ ー ダ （
Sāma-veda ）  』 だ 。 文 言 は 讃 歌 集 で あ
る 『 リ グ ・ ヴ ェ ー ダ （
Ṛg-veda ）  』 に 収 録 さ れ て い る も の と ほ と
ん ど 同 一 だ が 、 趣 意 は サ ー マ ン
sāman- ） と 呼 ば れ る 旋 律 を 示
す 符 号 の ほ う だ 。 文 字 と し て の 表 記 （
ガ ー ナ
gāna ） は か な り 後
代 に な っ て か ら の よ う で あ る が 、 七 つ の 音 階 や 音 の 長 さ を 示す も の で 、 ま さ し く 音 符 そ の も の だ 。 讃 歌 、 祝 詞 、 祈 祷 文 等 、ヴ ェ ー ダ の 文 言 は 全 て 神 の 啓 示 に よ る 天 啓 書 と さ れ る が 、 そ れぞ れ に 名 称 も 施 さ れ た 旋 律 の 多 く 起 源 は 民 衆 の 側 に あ っ てし か も 呪 力 を 持 っ て い る と さ れ て い た 。  ［
ヴ ィ ン テ ル ニ ッ ツ
　
一 九 六 四 、  一 六 一 ︱ 一 七 〇 頁 ］Ⅲ ． 粋 人 の 素 養　
四 世 紀 に は 成 立 し て い た と さ れ る カ ウ テ ィ リ ヤ （
Kauṭilya ）
と い う 宰 相 に 帰 せ ら れ る 政 治 学 書 『 実 利 論 （
Artha-śāstra ）  』 の
第 二 巻 第 二 十 七 章 は 「 遊 女 長 官 」 の 任 務 が 規 定 さ れ て い る が 、そ の な か に 次 の よ う な 一 節 も あ る ［
島 田
　
一 九 九 六 、  一 一 四 ︱
一 一 五 頁
］  。
　 歌 ・ 器 楽 ・ 吟 誦 ・ 舞 踊 ・ 演 劇 ・ 文 字 ・ 絵 画 ・ 琵 琶 ・ 笛 ・ 太 鼓 ・読 心 術 ・ 香 や 花 環 を 作 り こ と ・ 会 話 術 ・ マ ッ サ ー ジ ・ 遊 女 の 手管 な ど 、 技 術 （ カ ラ ー ） に 関 す る 知 識 を 、 遊 女 や 奴 隷 女 や 舞 台で 生 活 す る 女 た ち に 教 え る 者 に は 、 国 庫 か ら 生 活 費 を 支 給 す べき で あ る 。  （
2 8）  ［ 上 村
　 一 九 八 四 、 上 二 〇 二 頁 ］
　
社 会 の 安 定 し た 王 朝 統 治 下 に あ っ て 、 文 化 奨 励 策 が 施 さ れ
て い た こ と が 分 か る 規 定 だ が 、 こ こ に も 用 い ら れ て い た カ ラ ー（kalā ） と い う 単 語 は 、 教 養 人 お よ び 遊 興 サ ロ ン で の 芸 能 提 供 者
で あ る 高 級 娼 婦 た ち が 修 め る べ き 技 芸 ・ 素 養 の こ と で あ る 。 古く は 出 自 が 良 い 家 柄 で あ れ ば そ れ だ け 多 く の 技 芸 を 身 に つ ける べ き だ と 言 及 さ れ る こ と も あ っ た ［
水 野
　 二 〇 一 四 、  三 七 九 頁 、
注 十 六
］  。
　 や は り 四 世 紀 頃 に は 成 立 し て い た と 思 わ れ る 性 愛 学 書 『 カ ーマ ・ ス ー ト ラ （
Kāma-sūtra ）  』 に は 六 十 四 種 の カ ラ ー が 列 挙 さ れ
て い る
2。 そ の う ち 、  音 楽 関 連 の も の だ け を ピ ッ ク ア ッ プ す る 。
　 ︿
１ ﹀ 唱 歌
 ︿
2﹀ 楽 器 の 演 奏
 ︿
2 7﹀ ヴ ィ ー ナ ー （ 絃 楽 器 ） お
よ び ダ マ ル カ （ 打 楽 器 ） の 演 奏
　 ︿
2 8﹀ 謎 謎 遊 び
　 ︿
2 9﹀ 詩 頌
を 誦 し あ っ て 競 う 遊 び
　 ︿
3 0﹀ 難 し い 語 句 の 発 音 法
　 ︿
3 1﹀ 書
物 の 朗 読
　 ︿
3 2﹀ 鸚 鵡 な ど に 人 語 を 教 え る こ と
　 ︿
4 6﹀ 密 か に 申
し 合 わ せ た 言 葉 の 種 々 な る 使 用 法
　 ︿
5 2﹀ 人 と 一 緒 に 朗 読 す る
こ と
　 ︿
5 7﹀ 手 振 り 身 振 り と と も に 詩 頌 を 詠 う 方 法 。  ［ 岩 本
　
一 九 九 八 、  八 二 ︱ 八 六 頁 ］
　 こ れ ら も 、  ナ ー ガ ラ カ  （
nāgaraka 、語 義 は  「 都 会 人 」
）  と 呼 ば れ る 、
教 養 と 財 産 と 時 間 を 持 て 余 す 粋 人 た ち が 、 王 宮 な ど で 設 営 さ れた 文 芸 サ ロ ン に 参 加 し 、 自 ら 披 露 し た り 、 他 者 の 朗 読 を 鑑 賞 した り し て 楽 し ん だ の で あ る 。 日 本 で 言 え ば 、 元 禄 文 化 、 文 化 文政 文 化 の 時 代 を 彷 彿 と さ せ る 心 に 余 裕 の あ る 時 代 ・ 社 会 に おけ る 豪 華 絢 爛 た る 文 化 繁 栄 の 一 齣 だ 。
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sādhāraṇa ） 、 旋律様式（
varṇa ） 、 荘厳（














サ音） 、 神仙 （
ṛṣabha





























楽音の七種「サ、 リ、 ガ、 マ、 パ、 ダ、 ニ、 （
サ








Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.22 (2018)
諸々の文学作品に言及される様をみると、音楽を裏打ちする理論の浸透が音楽そのもののポピュラリティの高さを感じさせる。音楽家、歌い手、演奏家が了解しさえすればよい知識が、それら直接の担い手たち 掌中に留まらず、 他 文人、 知識人、教養人の間にも知られているという実態は、詩人に代表 れる文人たちは全智者であ ねばならな というインドの文化風土が顕現したものと見ることが出来よう。　
多様な文人たちがそれぞれ音楽理論を了知していた事例を


























追補だとされるが、冒頭、物語への導入の仕方にもその片鱗が窺える。発端、 苦行者ヴァールミーキが聖仙ナーラダに、 有徳、容姿端麗、国民を幸福にする人物は誰かと訊ねると、ナーラダ仙人は、物語全体の梗概とも言える詳しい紹介を付して ーマの名を告げ、この物語 読誦することの果報も強調す 。その後、射殺された鳥の悲しみを言葉にしたとき、図らずも、弦楽器に乗せて朗詠するのに叶った拍子のシュローカ調を見出したヴァールミーキに ブラフマー神（
梵天
）がそのシュローカ


























 // 9 //
tau tu gāndharva-tattva-jñau sthāna-m
ūrchana-kovidau /
bhrātarau svara-saṃ





  The Sound of India in Written Texts, MIZUNO Yoshifumi
（詩頌は）三つの拍子（速 ・ 中 ・ 徐）を具え、七つの音階を具え、弦楽器の拍子（速・中・徐）を具え、詩の基調となる情感としての恋愛・憐れみ・歓びの笑い・激怒・恐怖を具え、かつ勇気などの情感を具えていた。その詩頌 、二人は優雅に歌った。　
二人の兄弟は音楽の真義を知り、声の調子（高・低）と旋律
（音調の規則的高下）に精通しており、美しい声を具えていて、あたかも天上の楽人ガンダルヴァがこの世に現れたようであった。 （





















食べるのも忘れて口より草糧を落 し、片耳をそ 立てながら、眼をつむっ 何事か聞き入っているようにみえ
るが。
主人公〔耳を傾け〕














Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.22 (2018)
女主人公
　〔琴に合わせて歌う〕



















eṇa yatayas tisro’pi saṃ
vāditāḥ
 
sattvaughānugatāś ca vādya-vidhayaḥ sam





































































tānās tv ekonapañcāśad ity etat svara-m
aṇḍalam
 // 52 //
sthāna-trayaṃ
 yatināṃ




ṛtāḥ // 53 //
pañcāśītyadhikaṃ






 eva purā proktaṃ
 bharatena śruteḥ param
 // 54 //
nānyad nītāt priyaṃ
 loke devānām
 api dṛśyate /
śuṣkasnāyus svarāhlādāttryakṣaṃ






















校訂を施し刊行したダニエルは、同書のみなら 諸文献に『パンチャタントラ』での言及箇所とパラレルが見られることを紹介している。 』第四章 冒頭部分が以下の通り、一部を除いてほぼパ レルだ。




tānā ekonapañcāśat tisro m
ātrā layās trayaḥ // 1 //
sthāna-trayaṃ
 yatīnāṃ
 ca ṣaḍ āsyāni rasā nava /
varṇāḥ śaṭtriṃ
śad ity uktā bhāṣāḥ syuḥ sapta ṣaḍgunāḥ // 2 //
pañcāśīty adhikaṃ






 eva purā proktaṃ
 brahm
aṇāvyakta-janm
















tālāś caikonapañcāṣaḍ ity etat svra-m
aṇḍalam
 // 36 //

















































































































・・仏という声、法という声、僧という声、波羅蜜という声、地という声、力という声、無所畏という声、不共仏法という声、神通という声、無礙解という声、空・無相・無願・無作・無生・無起・無有 無滅という声、寂静・寂穏・寂定という声、大慈・大悲・大喜・大捨という声、無生法忍 灌頂地の逮得という声を聞く。かれは、このようなもろもろの を聞いて、遠離にともなう、離貪にともなう、寂静にともな 、止滅にともな 、法にともなう、覚りを完全に達成する善根に もなう 広大な喜びと歓喜 得るのである。 ［藤田 一一五頁］
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　 極 楽 世 界 で は 、  適 時 に 天 の 香 水 の 雲 か ら 雨 が 降 る が 、  そ の 際 、天 の 花 、 宝 石 、 栴 檀 の 抹 香 、 傘 蓋 、 幡 な ど が 降 る 一 方 、 天 の 宮殿 、 幔 幕 が 空 中 に 支 え ら れ 、 そ こ で 器 楽 が 奏 で ら れ 、 天 女 たち が 舞 う 。  ［
藤 田 、 一 二 一 頁
］ 菩 提 樹 が 風 に 揺 り 動 か さ れ て 出 る
声 ・ 響 き が 無 限 の 世 界 に ひ ろ が り 、 そ れ を 聞 け ば 、 衆 生 た ち は覚 り の 極 致 ま で 、 耳 の 病 気 に 罹 る こ と も な い 、  と も い う 。  ［
藤 田 、
一 三 四 頁
］
　 （
極 楽 と い う
） 仏 国 土 に 生 ま れ た 菩 薩 た ち の 、 諸 々 の 行 動 の
な か に 、  「 大 い な る 法 の 太 鼓 響 き を も っ て 妙 な る 音 を 発 し 、大 い な る 法 の 鼓 を 打 鳴 ら し 大 い な る 法 の 法 螺 貝 を 吹 き 鳴 らし ・ ・ 」  ［
藤 田 、 一 四 三 頁
］ と あ る 。
　 ま た 、
か し こ の 仏 国 土 に は 、 白 鳥 や 帝 釈 鴫 や 孔 雀 た ち が い る 。 そ れ らは 、 夜 に 三 度 、 昼 に 三 度 、 集 ま っ て 合 唱 を な し 、 ま た 各 々 調 べを さ え ず る 。 そ れ ら が さ え ず る と き 、  〔 五 〕 根 、  〔 五 〕 力 、  〔 七 〕覚 支 と い う 声 が 流 れ 出 る 。 そ の 声 を 聞 い て 、 か し こ に お け る かの 人 々 に は 、 仏 に 対 す る 思 念 が 起 こ り 、 法 に 対 す る 思 念 が 起 こり 、 僧 団 に 対 す る 思 念 が 起 こ る 。  ［ 藤 田 一 七 九 頁 ］・ ・ か の タ ー ラ 樹 の 並 木 や 、 か の 鈴 の つ い た 網 が 風 に 吹 き 動か さ れ る と き 、 妙 な る 快 い 声 が 流 れ 出 て く る 。  ・ ・ あ た か も 、十 万  ・  千 万 の 種 類 か ら 成 る 天 の 楽 器 が 、 ま た 聖 者 た ち に よ っ て合 奏 さ れ る と き 、 妙 な る 快 い 声 が 流 れ 出 て く よ う に 、 ま さ しく 同 じ よ う に 、  ・ ・ 妙 な る 快 い 声 が 流 れ 出 て く る 。 そ の 声 を 聞い て 、 か し こ に お け る か の 人 々 は 、 仏 に 対 す る 随 念 が 身 に 生じ 、 法 に 対 す る 随 念 が 身 に 生 じ 僧 団 に 対 す る 随 念 が 身 に 生 じる 。  ・ ・  ［ 藤 田 、 一 八 〇 頁 ］
　 以 上 見 て き た よ う に 、 極 楽 浄 土 に お い て は 、 川 が 流 れ る 音 やさ ま ざ ま な 鳥 の 囀 り が た だ 心 地 よ い ば か り で な く 、 完 全 な る 覚者 （
仏） へ と 誘 っ て く れ る 響 き が あ っ た 。 ま た 、 天 の 楽 人 た ち
に よ る 演 奏 や 天 女 の 舞 も 楽 し む こ と が 出 来 る 場 で あ っ た 。Ⅶ ． 医 学 文 献 か ら　
音 楽 と 宗 教 と の 関 係 は 、  「 音 楽 に よ っ て 解 脱 で き る か ？ 」 と
い う 問 い ［
上 村
　
一 九 七 七
］ に 究 極 さ せ る こ と が で き る だ ろ う
が 、 深 入 り す る の は 別 の 機 会 に 譲 り 、 こ こ で は 、 音 楽 に よ る 精神 作 用 ・ 身 体 作 用 に つ い て 、 イ ン ド で は ど ん な 見 解 を 持 っ て いた か 、 僅 か な 例 な が ら 指 摘 し て お き た い 。 極 楽 浄 土 と い っ た 特異 な 空 間 で は な く 、 現 実 の 人 間 世 界 に お け る 音 の 作 用 に つ い てで あ る 。　
イ ン ド 医 学 す な わ ち ア ー ユ ル ・ ヴ ェ ー ダ （
āyur-veda ） も 古 い
文 献 を 持 っ て い る が 、 そ の ち 、 二 世 紀 頃 に は 成 立 し て い たと さ れ る 内 科 的 考 察 が 中 心 の 『 チ ャ ラ カ ・ サ ン ヒ タ ー （
Caraka-
saṃhitā ）  』 の な か に 、  い わ ゆ る 音 楽 療 法 の 可 能 性 も 示 唆 す る 文 言
を 見 つ け た 。
・ ・ 歌 、 音 楽 演 奏 、 お 笑 い 、 称 賛 の う た 、 物 語 、 伝 説 、 古 い話 に 上 達 し た 人 々 や 患 者 の 気 持 ち を 察 し 、 気 に 入 ら れ 、 場 所と 時 間 を わ き ま え た 取 り 巻 き の 人 々 が 必 要 で あ る 。  ・ ・  ［ 矢 野 、一 〇 六 ︱ 一 〇 七 頁 ］
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　 医 学 文 献 も 膨 大 な 量 の 蓄 積 が あ る の で 、 一 朝 一 夕 に は 扱 い きれ な い が 、 音 楽 療 法 に 焦 点 を 当 て た 研 究 ［
Katz ］  ［
Nalapat ］ も
あ る の で 、 い つ か 探 索 し て み た い 。Ⅷ ． お わ り に　
イ ン ド に は 「 ラ サ （
rasa ） 論 」 と い う 芸 術 鑑 賞 論 が あ る 。 先
述 の 演 劇 論 書 『 ナ ー テ ィ ヤ ・ シ ャ ー ス ト ラ 』 以 来 、 連 綿 と 考 察さ れ 続 け て き た 。 日 常 生 活 に お け る 各 種 の 体 験 や 、 演 劇 ・ 文 芸鑑 賞 に よ る 疑 似 体 験 で 、 潜 在 し て い た 諸 々 の 感 情 が 顕 在 化 し た状 況 を 、  ラ サ （
味 わ い
） と な っ た 感 情 と し て 、  八 つ （
欲 情 、  歓 喜 、
悲 愴 、 憤 慨 勇 猛 、 恐 怖 、 嫌 悪 、 驚 嘆
） 立 て る 。 ま さ に 感 情 が 味
得 さ れ て い る 状 態 だ 。 そ れ ぞ れ の 潜 在 的 感 情 を ラ サ の 状 態 に 至ら し め る た め の 要 素 、  す な わ ち 登 場 人 物 （
舞 台 上 の 俳 優
）  、  演 技  ・
仕 草 （
発 汗 、 鳥 肌 な ど の 自 律 神 経 系 身 体 的 変 化 も 含 む
）  、 台 詞 、 小
道 具 、 大 道 具 、 等 々 、 ど の う な 要 件 を 満 た し た も が 効 果 的か を 各 々 緻 密 に 論 じ る の だ 。　 今 回 は 触 れ ず じ ま い だ っ た が 、 太 古 よ り 発 展 し て い た 韻 律 学に お い て も 、 ラ サ 論 が 援 用 さ れ こ と が あ る 。 長 母 音 と 短 母 音の 三 音 節 ず つ の 組 み 合 わ せ で 八 種 塊  （
ガ ナ
gaṇa ）  が 出 来 る が 、
そ れ を ま た 幾 つ か 組 み 合 わ せ て 一 詩 節 の 韻 律 構 成 さ れ る 。 その 際 の 組 合 わ せ 方 に よ っ て 、 ど う い っ た ラ サ が 醸 し 出 さ れ るか 、 と い っ た 議 論 を し た 。 不 適 切 な 組 み 合 わ せ だ 「 嫌 悪 」 感を も た ら し て し ま う こ と だ っ て あ る と い う 議 論 だ 。 中 世 期 以降 、 第 九 の ラ サ と し て 「  （
宗 教 的
） 寂 静 感 ： シ ャ ー ン タ ・ ラ サ
（
śānta-rasa ）  」 を 加 え て 論 じ る 詩 論 家 ［ 上 村
　
一 九 八 九 ］ も 多 勢
出 て き た 。 つ ま り 、 芸 術 が 宗 教 的 情 操 に 働 き か け る と い う 認 識で あ る が 、 こ れ が 加 え ら れ た 経 緯 は 、 仏 教 劇 や ジ ャ イ ナ 教 文 芸な ど が 後 ろ 盾 と な っ て  ［
Raghavan: 10-12 ］  、  歌 舞 音 曲 の 精 神 作 用 、
と り わ け 「 寂 静 の 境 地 」 へ の 誘 導 作 用 が 見 逃 せ な い も の と 考 えら れ た か ら の よ う な の だ 。　 雑 駁 な が ら 、 諸 ジ ャ ン ル の 文 献 か ら イ ン ド の 響 き を 拾 い 上 げて み た 。 彼 ら に と っ て 音 楽 、 音 、 響 き は 聴 覚 器 官 を 刺 激 し 快 感を も た ら し て く れ る も の で あ る と は 勿 論 だ が 、 そ れ に 留 ま らず 、 全 身 全 霊 で 受 け 止 め て 自 ら の 「 生 」 の 糧 と し て い る 様 相 も観 取 で き た よ う に お も う 。
(Endnotes)
１　
誤 謬 な く 記 憶 、 伝 承 す る た め 、 同 じ 文 を 主 に 三 通 り （ さ ら に 強 固 な らし め る た め の 八 通 り ） に 分 節 、 節 の 前 後 置 き 換 え 、 リ フ レ ー ン な ど を 施す 暗 誦 法 上 の 工 夫 が 凝 ら さ れ た 。  ［ フ ィ リ オ ザ 、 十 九 ︱ 二 十 六 頁 ］
２　
ジ ャ イ ナ の 伝 統 で は 七 十 二 種 挙 げ ら れ る 。 男 女 で 数 が 異 な る こ と も ある 。  ［ 水 野
　 二 〇 一 四 、  三 七 九 頁 、 注 十 六 ］  ［
Venkatasubbiah, A and E. Mül-
ler, 1914, “The Kalās”, The Journal of the Royal Asiatic Society of Great Britain 
and Ireland, vol. 46, pp.335-367. ］
３　
十 三 世 紀 ご ろ カ シ ュ ミ ー ル 出 身
Soṭhala の 子
Nniśśaṅka Śārṅgadeva に よ
る  『 サ ン ギ ー タ  ・  ラ ト ナ ー カ ラ  （
Saṅgīta-ratnākara ）  』  は 、  『 ナ ー テ ィ ヤ  ・  シ ャ ー
ス ト ラ 』 以 来 の イ ン ド 古 典 音 楽 理 論 を 集 大 成 し た も の と し て 重 要 。
４　
説 話 の 東 西 交 流 は 個 々 の お 話 単 位 で は な く 、 モ チ ー フ 毎 に 考 察 さ れ 、
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